
平
成
二
十
年
十
月
二
十
一
日
提
出

質

問

第

一

四

五

号

高
速
道
路
料
金
引
き
下
げ
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者

岩

國

哲

人

145



高
速
道
路
料
金
引
き
下
げ
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

二
〇
〇
八
年
十
月
二
十
一
日
の
朝
日
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
政
府
・
与
党
が
打
ち
出
す
新
た
な
経
済
対
策
の
柱
と
し
て
、
地

方
を
中
心
に
高
速
道
路
料
金
を
平
日
・
休
日
を
問
わ
ず
終
日
半
額
と
す
る
案
が
浮
上
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

地
方
先
行
で
料
金
引
き
下
げ
を
拡
充
す
る
の
は
、
景
気
対
策
で
物
流
コ
ス
ト
を
下
げ
る
の
が
狙
い
で
あ
り
、
自
動
料
金
収
受

シ
ス
テ
ム
（
Ｅ
Ｔ
Ｃ
）
の
設
置
車
両
が
対
象
で
、
ど
の
区
間
か
ら
実
施
す
る
か
な
ど
は
国
土
交
通
省
が
詰
め
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。
東
名
や
名
神
な
ど
都
市
部
の
路
線
で
は
渋
滞
を
避
け
る
た
め
一
部
区
間
に
と
ど
め
、
首
都
高
速
や
阪
神
高
速
で
は
別
の
値

下
げ
を
検
討
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

実
施
初
年
度
は
財
政
融
資
資
金
特
別
会
計
の
「
埋
蔵
金
」
を
使
い
、
次
年
度
以
降
は
道
路
特
定
財
源
の
余
剰
金
を
充
て
る
案

が
浮
上
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ガ
ソ
リ
ン
税
な
ど
国
の
道
路
特
定
財
源
の
税
収
見
込
み
は
三
・
三
兆
円
（
二
〇
〇
八
年

度
）
だ
が
、
公
共
事
業
費
の
削
減
で
年
に
四
千
億
〜
六
千
億
円
程
度
余
っ
て
い
る
。

な
お
、
本
質
問
主
意
書
に
お
い
て
、
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
、
首
都
高
速
道
路
株
式
会
社
、
中
日
本
高
速
道
路
株
式
会

社
、
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
、
阪
神
高
速
道
路
株
式
会
社
及
び
本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
株
式
会
社
を
以
下
「
会
社
」
と

総
称
し
、
道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
以
下
、
法
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
料
金
を
、
「
料
金
」
と
い
う
。

一



こ
れ
に
関
連
し
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

私
の
提
出
し
た
第
一
七
〇
回
国
会
質
問
第
八
九
号
に
対
し
、
内
閣
よ
り
「
「
料
金
引
き
下
げ
」
に
つ
い
て
は
、
会
社
に
お

い
て
具
体
的
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
」
、
「
料
金
に
つ
い
て
は
、
法
第
三
条
第
一
項
又
は
第

六
項
の
許
可
の
申
請
を
行
う
会
社
に
お
い
て
具
体
的
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
」
旨
の
記
載
の
あ
る
答
弁
書
を
受
領

し
た
。

右
の
報
道
に
よ
る
と
、
「
政
府
・
与
党
が
打
ち
出
す
新
た
な
経
済
対
策
の
柱
と
し
て
、
地
方
を
中
心
に
高
速
道
路
料
金
を

平
日
・
休
日
を
問
わ
ず
終
日
半
額
と
す
る
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
会
社
が
「
政
府
・
与
党
が
打
ち
出
す
新
た
な
経
済
対
策
の

柱
」
と
し
て
の
料
金
引
き
下
げ
を
具
体
的
に
検
討
し
、
政
府
に
対
し
提
案
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
政
府
が
主
体

と
な
っ
て
具
体
的
に
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
。

ま
た
、
「
ど
の
区
間
か
ら
実
施
す
る
か
な
ど
は
国
土
交
通
省
が
詰
め
る
」
と
い
う
の
は
、
会
社
が
主
体
と
な
っ
て
具
体
的

に
検
討
し
、
そ
の
検
討
に
対
し
国
土
交
通
省
が
調
整
す
る
と
い
う
理
解
で
よ
い
の
か
。
そ
れ
と
も
、
国
土
交
通
省
が
主
体
と

な
っ
て
具
体
的
に
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
。

二

小
泉
内
閣
に
お
け
る
道
路
公
団
民
営
化
に
伴
う
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
公
団
に
対
す
る
施
行
命
令
方
式
が
廃
止
さ
れ
、

二



自
主
的
経
営
判
断
に
基
づ
く
申
請
方
式
が
採
用
さ
れ
た
が
、
仮
に
質
問
一
に
お
け
る
検
討
が
、
そ
れ
ぞ
れ
国
が
主
体
と
な
っ

て
具
体
的
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
「
自
主
的
判
断
」
の
趣
旨
を
逸
脱
す
る
も
の
と
い
え
る
か
。

三

会
社
は
将
来
上
場
が
予
定
さ
れ
、
国
な
ど
は
上
場
後
も
六
社
の
株
式
の
三
分
の
一
以
上
を
保
有
す
る
予
定
と
さ
れ
て
い
る

が
、
現
存
す
る
上
場
企
業
で
、
経
営
方
針
を
国
が
実
質
的
に
決
定
し
て
い
る
企
業
は
あ
る
か
。

四

二
〇
〇
八
年
一
月
十
九
日
、
町
村
官
房
長
官
（
当
時
）
は
、
民
主
党
等
の
ガ
ソ
リ
ン
税
暫
定
税
率
引
き
下
げ
案
に
対
し

「
ガ
ソ
リ
ン
の
値
段
を
下
げ
れ
ば
そ
れ
だ
け
で
日
本
の
環
境
問
題
は
そ
ん
な
程
度
の
取
り
組
み
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
そ
の
マ
イ
ナ
ス
効
果
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
」
と
発
言
さ
れ
て
い
る
が
、
道
路
特
定
財
源
の
余
剰
金
を
充
当
す

る
こ
と
に
よ
る
高
速
道
路
料
金
引
き
下
げ
を
会
社
と
国
が
連
携
し
て
行
う
場
合
に
も
こ
の
よ
う
な
「
マ
イ
ナ
ス
効
果
」
が
生

じ
得
る
と
お
考
え
か
。

右
質
問
す
る
。

三


